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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第47期
第２四半期連結

累計期間
第46期

会計期間
自　2022年10月１日
至　2023年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年３月31日

自　2022年10月１日
至　2023年９月30日

売上高 （千円） 4,266,151 4,598,005 8,562,325

経常利益 （千円） 383,077 504,873 476,152

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （千円） 259,823 346,311 372,148

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 345,301 432,304 695,829

純資産額 （千円） 5,692,849 6,041,509 6,043,376

総資産額 （千円） 7,783,451 8,116,643 8,175,768

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 34.25 46.37 49.06

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.1 74.4 73.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 238,021 314,615 489,545

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △232,122 △11,878 △210,550

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △243,622 △430,142 △243,622

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 （千円） 3,703,697 3,849,388 3,976,794

 

回次
第46期

第２四半期連結
会計期間

第47期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 20.62 27.61

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

又、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。又、前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあっ

て、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行き懸念な

ど、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、中東地域をめぐる

情勢、金融資本市場の変動等の影響にも十分な注意が必要な状況であり、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが属する情報サービス産業におきましては、クラウドシフトやビッグデータ、AI、IoT、5Gなどの

先端的技術を活用したDX推進の動きが活発化しており、企業の競争力強化のためのIT投資意欲が拡大すると見られ

ています。

このような状況下、当社グループは、３か年の中期経営計画「co-creation Value 2025」の２年目を迎えてお

り、長期ビジョン「VISION 2031」で目指す姿の実現に向け、研究開発、人材育成など、更なる成長の基盤づくり

を着実に進めております。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の財政状態及び当第２四半期連結累計期間の経営成績は以下のとお

りとなりました。

 

①財政状態

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ85百万円減少し5,594百万円となりました。これは主に現金及び預金の

減少127百万円及び受取手形、売掛金及び契約資産の増加76百万円によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ26百万円増加し2,522百万円となりました。これは主に投資有価証券の

増加152百万円及び保険積立金の減少121百万円によるものです。

 

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ81百万円減少し1,662百万円となりました。これは主に未払消費税等の

増加49百万円、賞与引当金の減少103百万円、及び未払金の減少36百万円によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ24百万円増加し412百万円となりました。これは主に繰延税金負債の増

加101百万円、役員退職慰労引当金の減少53百万円及び退職給付に係る負債の減少23百万円によるものです。

 

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１百万円減少し6,041百万円となりました。これは主にその他有価証

券評価差額金の増加111百万円、自己株式の増加176百万円及び利益剰余金の増加88百万円によるものです。
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②経営成績

当第２四半期連結累計期間の売上高は4,598百万円（前年同期比7.8%増）となりました。また、営業利益は445

百万円（前年同期比23.5%増）、経常利益は504百万円（前年同期比31.8%増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益につきましては346百万円（前年同期比33.3%増）となりました。

 

事業部門別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

 

（ITソリューション事業）

ITソリューション事業につきましては、売上高4,429百万円（前年同期比6.4%増）となりました。内訳は次の

とおりであります。

ソフトウェア開発につきましては、情報・通信・メディア、製造向けの売上が増加したことなどにより、売上

高は2,156百万円（前年同期比11.5%増）となりました。

システム運用につきましては、金融・証券・保険、製造向けの売上が増加したことなどにより、売上高は

2,273百万円（前年同期比2.0%増）となりました。

 

（ITサービス事業）

ITサービス事業につきましては、株式会社フィートの多言語音声翻訳関連のアプリ・システム開発が増加した

ことなどにより、売上高は168百万円（前年同期比62.8%増）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ127百万円減少し、

3,849百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は、以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フローの状況）

営業活動の結果、獲得した資金は314百万円（前年同期は238百万円の獲得）となりました。

この主な要因は、法人税等の支払額△116百万円、賞与引当金の増減額△105百万円、売上債権の増減額△76百

万円となったものの、税金等調整前四半期純利益523百万円、保険解約返戻金の受取額157百万円によるもので

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フローの状況）

投資活動の結果、使用した資金は11百万円（前年同期は232百万円の使用）となりました。

この主な要因は、無形固定資産の取得による支出△17百万円、有形固定資産の取得による支出△１百万円によ

るものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フローの状況）

財務活動の結果、使用した資金は430百万円（前年同期は243百万円の使用）となりました。

この要因は、配当金の支払額△253百万円、自己株式取得による支出△176百万円によるものです。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありま

せん。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変

更及び新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は47百万円であり、ITサービス事業に

係るものであります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在
　発行数（株）

（2024年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,732,270 7,732,270
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株であ

ります。

計 7,732,270 7,732,270 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年１月１日～

2024年３月31日
－ 7,732,270 － 407,874 － 389,037
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（５）【大株主の状況】

  2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

一般財団法人IC齋藤育英会 東京都港区港南２－15－３ 1,122 15.20

IC従業員持株会 東京都港区港南２－15－３ 601 8.15

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１－４－10 349 4.73

株式会社スカラ 東京都渋谷区渋谷２－21－１ 250 3.39

史　海　波 北海道札幌市中央区 220 2.98

上　野　正　敏 東京都国分寺市 191 2.59

山　田　亨 千葉県柏市 190 2.59

小　沢　庸　司 神奈川県横浜市青葉区 160 2.17

庄　子　浩 東京都大田区 155 2.10

須　賀　明　宏 東京都江戸川区 131 1.79

計 － 3,372 45.67

（注）当社は自己株式347,208株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株式普通株式 347,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,383,600 73,836 同上

単元未満株式 普通株式 1,470 － 同上

発行済株式総数  7,732,270 － －

総株主の議決権  － 73,836 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社IC

東京都港区港南二丁目15番

３号
347,200 － 347,200 4.49

計 － 347,200 － 347,200 4.49
 
 

      

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,976,794 3,849,388

受取手形、売掛金及び契約資産 1,535,342 1,612,312

その他 167,976 132,521

流動資産合計 5,680,112 5,594,222

固定資産   

有形固定資産   

建物 158,090 158,090

減価償却累計額 △7,975 △11,947

建物（純額） 150,115 146,142

工具、器具及び備品 79,115 81,457

減価償却累計額 △25,465 △33,230

工具、器具及び備品（純額） 53,649 48,226

土地 1,269 1,269

有形固定資産合計 205,034 195,639

無形固定資産   

のれん 157,416 141,675

商標権 2,448 2,312

ソフトウエア 32,371 48,427

ソフトウエア仮勘定 8,807 4,603

電話加入権 1,734 1,734

無形固定資産合計 202,778 198,754

投資その他の資産   

投資有価証券 1,800,827 1,953,507

敷金及び保証金 95,708 92,398

会員権 10,960 10,960

保険積立金 162,283 41,001

繰延税金資産 7,366 19,403

その他 10,695 10,757

投資その他の資産合計 2,087,841 2,128,028

固定資産合計 2,495,655 2,522,421

資産合計 8,175,768 8,116,643
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 207,660 241,344

未払金 462,420 426,372

未払費用 92,435 77,079

未払法人税等 144,037 156,119

未払消費税等 115,809 165,664

預り金 52,275 47,484

賞与引当金 633,638 530,364

役員賞与引当金 21,151 11,494

その他 14,969 6,947

流動負債合計 1,744,398 1,662,871

固定負債   

退職給付に係る負債 327,494 303,676

役員退職慰労引当金 54,874 1,874

繰延税金負債 1,024 102,112

その他 4,600 4,600

固定負債合計 387,992 412,262

負債合計 2,132,391 2,075,134

純資産の部   

株主資本   

資本金 407,874 407,874

資本剰余金 437,553 437,553

利益剰余金 4,277,980 4,366,426

自己株式 △118,025 △294,331

株主資本合計 5,005,383 4,917,523

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 869,938 981,839

退職給付に係る調整累計額 168,054 142,147

その他の包括利益累計額合計 1,037,993 1,123,986

純資産合計 6,043,376 6,041,509

負債純資産合計 8,175,768 8,116,643
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 4,266,151 4,598,005

売上原価 3,267,276 3,522,888

売上総利益 998,874 1,075,117

販売費及び一般管理費 ※ 637,907 ※ 629,308

営業利益 360,966 445,808

営業外収益   

受取利息 16 20

受取配当金 15,141 14,945

受取手数料 9,581 7,326

保険解約返戻金 － 34,186

雑収入 8,714 3,082

営業外収益合計 33,453 59,561

営業外費用   

支払利息 8 －

保険解約損 3,044 －

本社移転費用 7,789 －

自己株式取得費用 79 490

雑損失 421 6

営業外費用合計 11,343 497

経常利益 383,077 504,873

特別利益   

投資有価証券売却益 － 18,968

特別利益合計 － 18,968

特別損失   

固定資産廃棄損 288 0

特別損失合計 288 0

税金等調整前四半期純利益 382,788 523,842

法人税、住民税及び事業税 78,694 128,774

法人税等調整額 44,269 48,756

法人税等合計 122,964 177,530

四半期純利益 259,823 346,311

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 259,823 346,311
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 259,823 346,311

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 97,741 111,900

退職給付に係る調整額 △12,262 △25,907

その他の包括利益合計 85,478 85,992

四半期包括利益 345,301 432,304

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 345,301 432,304

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 382,788 523,842

減価償却費 9,762 18,729

のれん償却額 15,741 15,741

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,400 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △74,039 △105,460

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,596 △9,657

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △42,678 △61,159

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △53,000

受取利息及び受取配当金 △15,157 △14,966

保険解約損益（△は益） 3,044 △34,186

固定資産廃棄損 － 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △18,968

売上債権の増減額（△は増加） △24,285 △76,970

仕入債務の増減額（△は減少） 12,620 33,684

未払金の増減額（△は減少） 21,577 △42,994

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,396 49,855

その他 △64,679 34,219

小計 207,101 258,709

利息及び配当金の受取額 15,157 14,972

法人税等の支払額 △26,943 △116,961

保険解約返戻金の受取額 42,706 157,895

営業活動によるキャッシュ・フロー 238,021 314,615

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △137,503 △1,596

無形固定資産の取得による支出 △2,229 △17,598

投資有価証券の払戻による収入 878 628

従業員に対する貸付金の回収による収入 205 127

従業員に対する貸付けによる支出 － △840

敷金及び保証金の差入による支出 △93,473 －

その他 － 7,400

投資活動によるキャッシュ・フロー △232,122 △11,878

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △10,974 △176,306

配当金の支払額 △232,648 △253,836

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,622 △430,142

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △237,723 △127,405

現金及び現金同等物の期首残高 3,941,421 3,976,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,703,697 ※ 3,849,388
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2022年10月１日
　　至 2023年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年10月１日

　　至 2024年３月31日）

給料及び賞与 141,712千円 155,103千円

退職給付費用 26,636 717

賞与引当金繰入額 51,996 62,560

役員賞与引当金繰入額 9,404 11,553

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年10月１日
至 2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年10月１日
至 2024年３月31日）

現金及び預金 3,703,697千円 3,849,388千円

現金及び現金同等物 3,703,697 3,849,388
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月16日

定時株主総会
普通株式 235,496 31 2022年９月30日 2022年12月19日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月15日

定時株主総会
普通株式 257,864 34 2023年９月30日 2023年12月18日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額34円には特別配当２円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2023年11月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式99,200株の取得を行いました。また、2024年

２月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式100,000株の取得を行いました。この結果、当第２四半期連結

累計期間において自己株式が176,306千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が294,331千円

となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であるため、記載を省略してお

ります。

 

 

（収益認識関係）

当社グループの事業は、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であり、顧客との契約から生じる

収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2023年10月１日

至　2024年３月31日）

ITサービス 103,459千円 168,395千円

ITソリューション
ソフトウェア開発 1,933,392 2,156,320

システム運用 2,229,300 2,273,289

顧客との契約から生じる収益 4,266,151 4,598,005

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 4,266,151 4,598,005
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　　目
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益 34円25銭 46円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 259,823 346,311

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
259,823 346,311

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,586 7,468

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月９日

株式会社IC

取締役会　御中

 

井上監査法人

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　松　　博　幸

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 塚　本　　義　治

 

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ICの2023年10月１日から2024年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024

年１月１日から2024年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社IC及び連結子会社の2024

年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。
 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に

表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連

結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す

る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と

なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して

責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた

めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用

している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
 

以　上
 

 

(注) １　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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